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主なニュースリリース（2015 年 11 ⽉〜2016 年 4 ⽉） 
2016 年４⽉末 現在 

  発表⽇ 内     容 

1 
  11 ⽉ 9 ⽇ 

⽇本ユニシス、イトーキ 
近未来オフィスにおける協創的コミュニケーション共同研究成果 第 2 弾のコンセプトとプロトタイプ
を公開 〜 会議室⾃らが能動的に判断・⾏動・学習する「⼈⼯知能を融合した会議⽀援空間」 〜

デジタル 
イノベーション 

⽇本ユニシスとイトーキは、協創的コミュニケーションを⽀援する仕組みの共同研究『近未来オフィス
U&I 空間プロジェクト』を 2014 年 11 ⽉から進めています。 
本プロジェクトは、より⾼い創造性を発揮する近未来オフィス空間の構築を⽬的としており、2014 年
11 ⽉に公開したコンセプトとプロトタイプ（試作）をさらに進化させた第 2 弾（プロトタイプ II）を
本⽇から公開します。 

2 
  11 ⽉ 11 ⽇ 

ユニアデックス
シュナイダーエレクトリックの「Smart-UPS」の⾃営保守サービスを提供開始  
〜 エネルギーマネジメント分野でも連携し、事業継続を⽀援 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

ユニアデックスとシュナイダーエレクトリックは、ユニアデックスが販売するシュナイダー製品
「Smart-UPS シリーズ」の「⾃営保守サービス」を提供していくことで合意し、本⽇から提供開始し
ます。 

3 
  11 ⽉ 12 ⽇ 

⽇本ユニシス、SCSK 
新⽇銀ネット第 2 段階の運⽤開始に対応した新バージョンを稼働開始  
〜 ⽇本ユニシス ⽇銀決済管理ソリューション「Siatol®-SS/GS」と SCSK 新⽇銀ネットコンピュー
ター接続ソリューション「BOJGW®」を⾼度化して提供 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスと SCSK は、⽇本銀⾏が 2015 年 10 ⽉ 13 ⽇より運⽤を始めた新しい⽇本銀⾏⾦融ネッ
トワークシステム（以下 新⽇銀ネット）の第 2 段階に対応した⽇銀決済管理ソリューション「Siatol-
SS/GS」と⽇銀ネットコンピューター接続ソリューション「BOJGW」を稼働開始しました。

4 
  11 ⽉ 16 ⽇ 

⽇本ユニシス 
地⽅銀⾏向け「リテール戦略研究会」での FinTech に関する分科会開催を決定  
〜 次世代オープン勘定系『BankVision®』の新たな API 連携サービスの企画も着⼿ 〜

 

⽇本ユニシスは、地⽅銀⾏向け「リテール戦略研究会」の分科会として、「FinTech 分科会」の開催を
決定しました。 
リテール戦略研究会は、「次世代オープン勘定系システム『BankVision』」の利⽤⾏を中⼼に 2008 年
に発⾜し、参加各⾏のリテール戦略の⾼度化に資することを⽬的に、EBM やタブレット活⽤の研究な
ど、幅広い活動を実施してきました。近年、決済業務の⾼度化など、地⽅銀⾏を取り巻く環境は⼤きく
変化しています。その流れを受け、⽇本ユニシスでは、リテール戦略研究会「FinTech 分科会」の開催
を決定しました。 
⽇本ユニシスではオープン勘定系システム『BankVision』のサービス指向型の考え⽅を取り⼊れた構造
と、その豊富な導⼊実績を活かして、新たな API（Application Programming Interface：アプリケー
ション・プログラミング・インターフェイス）連携サービスの企画にも着⼿しています。

5 
  11 ⽉ 16 ⽇ 

国⽴情報学研究所(NII)、⽇本ユニシス
⽇本ユニシスがセンター試験模試「世界史 B」で好成績  
〜 NII ⼈⼯知能プロジェクト「ロボットは東⼤に⼊れるか」 〜

デジタル 
イノベーション 

国⽴情報学研究所が取り組む⼈⼯知能(AI)プロジェクト「ロボットは東⼤に⼊れるか」の本年度の研究
活動に参加した⽇本ユニシスは、株式会社ベネッセコーポレーションから本プロジェクトに提供された
「進研模試 総合学⼒マーク模試」の世界史 B に挑戦し、平均点を 30 点上回る 76 点(偏差値 66.5)と
いう好成績を収めました。 
今回、既存の⾃然⾔語処理の⼿法をセンター試験の世界史に適応した形で再定式化し、これまでにない
⾼得点を獲得することができました。

  



  発表⽇ 内     容 

6 
  

11 ⽉ 27 ⽇ 

⽇本ユニシス 
全国初の⼿形管理業務共同化に続く共同化事業の第⼆弾として、静岡県信⽤⾦庫協会と、 
静岡県内 12 信⽤⾦庫「⼝座振替依頼書登録業務の共同化」へサービス提供を開始  
〜 提供中のシステム基盤環境を有効活⽤し、事務業務を BPO サービスとして受託することで、 
 静岡県内 12 信⽤⾦庫の更なる業務効率化・コスト削減に貢献 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスは、静岡県信⽤⾦庫協会と、静岡県内 12 信⽤⾦庫(以下 「県内 12 信⾦」)の共通事務を
⼀元化する「信⾦静岡共同センター」で実施する、⼝座振替依頼書登録業務のシステム基盤環境と事務
業務サービスを提供開始しました。2015 年 11 ⽉ 27 ⽇から実施を始め、2016 年 6 ⽉までに県内 12
信⾦すべてに展開予定です。 

7 
  12 ⽉ 3 ⽇ 

⽇本ユニシス 
 スマートフォン向けアプリを提供した「ミラノ国際博覧会 ⽇本館」が⾦賞受賞  
〜 2020 年に向けインバウンドビジネスを⽬指す⽇本企業、⾃治体にも提供 〜 

 

⽇本ユニシスは、「地球に⾷料を、⽣命にエネルギーを」をテーマにイタリア・ミラノで開催された
「2015 年ミラノ国際博覧会」の⽇本館に協賛し、国際万博の⽇本館として初めての試みとなるスマー
トフォン専⽤のアプリを提供しました。この⽇本館は⾃然と技術の調和が評価され、博覧会国際事務局
（BIE）が主催するパビリオンプライズの展⽰デザイン部⾨において「⾦賞」を受賞しました。登録博
覧会（5 年ごとに⾏われる⼤規模な万博）における⽇本館の「⾦賞」受賞は史上初の快挙です。

8 
  12 ⽉ 7 ⽇ 

⽇本ユニシス 
国債 T+1 対応の保振・決済照合事務⽀援ソリューション「Preseak®21」開発開始  
〜 保振・決済照合システムの新接続⽅式にも全⾯対応 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスは、2018 年上期に実施が予定されている「国債取引の決済期間短縮化（国債 T+1）」に
向けた開発に着⼿しました。また、証券保管振替機構が運営する「決済照合システム」とのオンライン
リアルタイム処理接続の新⽅式である JEXGW 接続⽅式、および通信メッセージの新タイプである
ISO20022 に対応した保振・決済照合事務⽀援ソリューション「Preseak21」の販売を開始しました。

9 
12 ⽉ 7 ⽇ 

ユニアデックス、ピュア・ストレージ
垂直統合型ソリューション「FlashStack CI」の国内提供開始  
〜 販売から、導⼊・構築、運⽤・保守サービスまでトータルで提供 〜 

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

ユニアデックスとピュア・ストレージ・ジャパンは、ピュア・ストレージのコンバージド・インフラス
トラクチャ・ソリューション（以下 垂直統合型ソリューション）である「FlashStack CI」の国内提供
において協業開始します。ユニアデックスは「FlashStack CI」の販売および 24 時間 365 ⽇の保守サ
ービスを本⽇から提供します。

10 
12 ⽉ 8 ⽇ 

⽇本ユニシス 
地域⾦融機関におけるフロントチャネル系システム分野の販売⼒を強化・拡⼤  
〜 ⼭梨中央銀⾏の全店タブレット端末導⼊を⽀援 〜

デジタル 
イノベーション 

⽇本ユニシスは、⼭梨中央銀⾏におけるタブレット端末全店展開の実績を受け、従来強みをもつ地域⾦
融機関のバックシステム構築に加え、フロントチャネル系システム分野での販売を強化します。当社ユ
ーザーはもとより、他社ユーザーである地域⾦融機関からの受注を⽬指します。 
⽇本ユニシスは⼭梨中央銀⾏に対し全営業店でのタブレット端末導⼊を提案、4 ヶ⽉という短期間で当
社のスマートデバイスソリューション「BankersSuite®」を基に利⽤基盤を構築し、同⾏の⾦融商品な
どのセールス体制強化を全⾯的に⽀援しました。

11 12 ⽉ 10 ⽇ ⽇本ユニシス 
⽶ Fellow Robots 社の⾃律移動型サービスロボットの取り扱いを開始 

デジタル 
イノベーション 

⽇本ユニシスは、⽶ Fellow Robots 社（本社：⽶国カリフォルニア州、CEO：Marco Mascorro ⽒）
が開発・提供する⾃律移動型サービスロボットの取り扱いを開始します。この⾃律移動型ロボットは、
店舗を訪れるお客さまに対して、商品やサービスを提供する場所を提⽰・案内します。また、在庫やお
客さまの⾏動などの情報を収集するといった、店舗従業員の作業⽀援を⾏います。 

  



  発表⽇ 内     容 

12 
  12 ⽉ 11 ⽇ 

⽇本ユニシス 
「⼀般社団法⼈クラウド活⽤・地域 ICT 投資促進協議会」活動に参画  
〜 地域⾦融機関と連携して、地域創⽣ビジネスを積極的に推進 〜

 

⽇本ユニシスは、本⽇設⽴された「⼀般社団法⼈クラウド活⽤・地域 ICT 投資促進協議会」の活動に参
画し、安倍政権の重要政策である地⽅創⽣を本格的に推進するため、地域の ICT 利活⽤に貢献していき
ます。具体的には、地域⾦融機関と連携して⼩・中規模事業者に対しクラウドサービスなどの ICT 投資
推進を⽀援し、⼩・中規模事業者の⽣産性、収益性の⼤幅な向上に寄与することを⽬指します。

13 
  12 ⽉ 14 ⽇ 

⽇本ユニシス 
ユニシス技報 通巻 126 号「特集：ネットワークⅢ」を発⾏   
〜 ⻑距離光通信、仮想化、無線 LAN などの最新技術とソリューションを紹介 〜 

 

⽇本ユニシスは、ユニシス技報 通巻 126 号「特集：ネットワーク III」を発⾏しました。
ユニシス技報は、お客さまが抱える経営上の課題や技術的な問題を、⽇本ユニシスグループが情報技術
を活⽤して実際に解決した⽅法や努⼒、成果について紹介する論⽂誌で、1981 年に創刊し、1987 年以
降は年 4 回発⾏しています。本特集号では、通信事業者のネットワークインフラ技術やデータセンター
でのネットワーク仮想化、無線 LAN 規格、標的型攻撃対策、スマートデバイスのセキュリティ、ユニフ
ァイド・コミュニケーションに関する技術やソリューションとシステム構築の事例を紹介します。

14 
  12 ⽉ 15 ⽇ 

⽇本ユニシス 
島根県松江市でメッシュ型地域通信ネットワークの実証実験を開始  
〜 市役所外からのアクセス、⾃治体間の情報連携のためのセキュリティ実証実験を実施 〜

ライフ 
イノベーション 

⽇本ユニシスは、島根県松江市でメッシュ型地域通信ネットワークの実証実験を開始します。
NerveNet のセキュリティの観点で、市役所外からのイントラネットへの安全なアクセスと、⾃治体間
の安全な情報連携の実証実験を通じて、⾏政サービスの向上や地⽅創⽣を⽬指します。

15 
  12 ⽉ 17 ⽇ トヨタメディアサービス、豊⽥⾃動織機、⽇本ユニシス 

EV/PHV 複数台充電器の連動による充電予定時間に応じた最適充電の実証開始 

ライフ 
イノベーション 

環境省から、「EV/PHV 利⽤促進プラットフォーム事業」の「平成 27 年度 CO2 排出削減対策強化誘導
型技術開発・実証事業」推進企業として採択を受け、3 社は本年 7 ⽉から実証事業を開始しており、12
⽉ 19 ⽇からは複数台充電器の電⼒制御についての実証を開始します。 

16 
  1 ⽉ 8 ⽇ 

⽇本ユニシス 
信⽤⾦庫向け勘定系システム『SBI21』が横浜信⽤⾦庫で稼働開始  
〜 地域のお客さまへきめ細かいサービスを提供し、地域経済への貢献を⽬指す 〜 

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスは、横浜信⽤⾦庫の次期勘定系システムを開発・導⼊し、2016 年 1 ⽉ 4 ⽇から本番稼働
を開始しました。横浜信⽤⾦庫では、お客さまに質の⾼いサービスを円滑に提供し、地域経済の活性化
と地域社会の発展に貢献することを⽬指し、「⾃由度とスピード感のある戦略の遂⾏」、「システムの
共通化・共同化による経営資源の最適化」、「災害時の業務継続体制の確⽴」を実現するために、⽇本
ユニシスが提供する信⽤⾦庫向け勘定系システム『SBI21(エス・ビー・アイ 21)』によるアウトソーシ
ングサービス採⽤を決定しました。

17 
  1 ⽉ 12 ⽇ 

⽇本ユニシス ロケーション・メディアサービス「LoMeS®」において、 
キュレーションマガジン antenna*［アンテナ］と提携を開始  
〜 ANA の国内線・国際線が就航する全国 14 空港 25 箇所のラウンジで展開 〜 

デジタル 
イノベーション 

⽇本ユニシスは、ロケーション・メディアサービス「LoMeS（ロメス）」において、グライダーアソシ
エイツが運営する「キュレーションマガジン antenna*［アンテナ］」とサービス提携し、ANA ラウン
ジで展開する「ANA デジタルコンテンツサービス」で、1 ⽉ 13 ⽇からコンテンツ配信を開始します。 

  



18 
  1 ⽉ 14 ⽇ 

⽇本ユニシス・エクセリューションズ
3 次元統合 CAD/CAM システム「CADmeister®」新バージョン V10.1 を提供開始  
〜 お客さまの声をスピーディに反映させるために、年 2 回のバージョンアップを実施 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシス・エクセリューションズは、3 次元統合 CAD/CAM システム「CADmeister（キャドマイ
スター）」の新バージョン V10.1 を 2016 年 1 ⽉から提供開始します。2015 年 8 ⽉にリリースした
V10.0 に対し、今回リリースする V10.1 では、お客さまから要望のあった改善を中⼼とした操作性改
善と機能拡充を⾏いました。 

19 
1 ⽉ 18 ⽇ 

⽇本ユニシス 
勘定系システム「SBI21」における IC キャッシュカード店頭即時発⾏対応が埼⽟縣信⽤⾦庫にて採⽤ 
〜 信⽤⾦庫業界初 全 96 営業店で導⼊予定 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスは、埼⽟縣信⽤⾦庫に提供している勘定系システム(「SBI21」に「IC キャッシュカード
店頭即時発⾏機能」(以下 店頭即時発⾏機能)が採⽤され、2016 年度中の全 96 営業店での稼働を⽬指
して開発に着⼿しました。信⽤⾦庫業界での採⽤は全国初となります。 

20 
  1 ⽉ 20 ⽇ 

ユニアデックス
⻑野中央病院の基幹系から情報系まで院内全てのシステムの「仮想化基盤」を構築し、可⽤性と業務効
率の向上を⽀援 〜 仮想化基盤には、「Cisco UCS」と 「Cisco Nexus スイッチ」を採⽤ 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

ユニアデックスは、⻑野中央病院の「情報系（ファイル共有、グループウエア、給与・勤怠管理など）
システム」における仮想化基盤を「Cisco UCS」を⽤いて構築し、2015 年 10 ⽉から本番稼働していま
す。これにより、基幹系から情報系まで全ての院内システムの仮想化基盤の構築を実現しました。 
ユニアデックスは、「Cisco UCS」、「Cisco Nexus スイッチ」の豊富な構築実績とサポート体制に加
えて、⻑野中央病院のニーズを理解した提案内容と的確な対応⼒が評価され、本システムの構築・導⼊
を担当しました。 

21 
  2 ⽉ 1 ⽇ 

ユニアデックス
SaaS 型 IT 運⽤管理サービス「Vistara」を販売開始  
〜 クラウド利⽤の普及によって複雑化する運⽤管理の課題を解決 〜 

 

ユニアデックスは、SaaS 型 IT 運⽤管理サービス「Vistara」の提供を本⽇から開始します。
今回、提供を開始する「Vistara」は、ハイブリッド環境のシステム運⽤を⼀元的に管理するサービスで
す。「Vistara」の利⽤により、複数の運⽤管理ツールの集約が図れるため、運⽤管理者の業務負荷や運
⽤にかかるコストを⼤幅に軽減できます。また、運⽤⼿順の標準化により運⽤管理の品質を向上させる
ことが可能となります。さらに、ハイパーバイザー（仮想化ソフトウエア）やAmazon Web Services™、
Microsoft AZURE™といったパブリッククラウドの管理装置（コンソール）と連携する機能を実装する
など、昨今の運⽤現場で求められる環境が標準搭載されています。

22 
  2 ⽉ 2 ⽇ 

⽇本ユニシス 
ヤマダ電機の店舗で、⽶ Fellow Robots 社の⾃律移動型サービスロボット NAVII™（ナビー）を活⽤
した実証実験を開始 〜 家電量販専⾨店で国内初 〜

デジタル 
イノベーション 

⽇本ユニシスは、⽶ Fellow Robots 社が開発・提供する⾃律移動型サービスロボット NAVII（ナビー）
を活⽤した店頭での実証実験を、ヤマダ電機の店舗で、2 ⽉ 1 ⽇から開始しました。家電量販専⾨店で
の⾃律移動型サービスロボットの活⽤は、国内初の取り組みになります。 

23 
  2 ⽉ 12 ⽇ 

⽇本ユニシス 
NTT ソフトウェアの「特権 ID 管理ソリューション」が、福島銀⾏で利⽤開始  
〜 業務システム管理の要となる「特権 ID」の管理負荷とコストを⼤幅に削減 〜 

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスは、福島銀⾏に、エヌ・ティ・ティ・ソフトウェアが提供する「特権 ID 管理ソリューシ
ョン」を導⼊しました。福島銀⾏では 1 ⽉から本ソリューションの利⽤を開始しています。福島銀⾏
は、中期経営計画『ふくぎん本気(マジ)宣⾔ II〜ウォーム・マネーの福島銀⾏』において「顧客・地域
を強⼒に⽀援するための基盤・能⼒・収益⼒の強化」という基本⽅針を掲げ、インターネット専⽤⽀店
「いつでもどこでも⽀店」の⾼度化など、IT を活⽤した顧客満⾜度の向上への取り組みを実施していま
す。その⼀環として IT セキュリティの⾼度化に向けた取り組みも継続しており、今回、業務システム
全体を管理する要となる「特権 ID」に関して、その管理の負荷やコストを削減するソリューションの導
⼊を決定しました。⽇本ユニシスは、福島銀⾏のシステム構築パートナーとして本ソリューションの導
⼊プロジェクトに参画しました。

  



24 
  2 ⽉ 15 ⽇ ケンブリッジ・テクノロジー・パートナーズ

「働きがいのある会社」調査 ベストカンパニーに選出

 

ケンブリッジ・テクノロジー・パートナーズは、 Great Place To Work® Institute(以下 GPTW)が主
催する、2016 年「働きがいのある会社」ランキング(従業員 25〜99 名部⾨)において、第 2 位に選出
されました。GPTW は「働きがいのある会社」の調査を⾏い、調査結果をもとに企業ランキングを発表
している調査機関です。これまでに世界 49 か国、7,000 社、500 万⼈を対象に調査を⾏いました。

25 
  2 ⽉ 16 ⽇ 

⽇本ユニシスグループ 
「Office 365 エンタープライズサービス」の「運⽤⽀援サービス」および「保守サービス」を提供開
始 〜 Office 365 活⽤のアセスメントから運⽤⽀援・保守までの総合的サービスを提供 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスとユニアデックスの⽇本ユニシスグループは、⽇本マイクロソフトの統合型情報共有クラ
ウドサービス Microsoft Office 365 を活⽤するエンタープライズ向けに提供している「Office 365 エン
タープライズサービス」に、「運⽤⽀援サービス」および「保守サービス」を追加し、本⽇から提供開
始します。2015 年 7 ⽉に提供開始した「アセスメントサービス」、「導⼊・構築⽀援サービス」、
「展開⽀援サービス」と、今回の「運⽤⽀援サービス」、「保守サービス」を合わせることにより、
Office 365 活⽤のアセスメントから運⽤⽀援・保守までの総合的なサービスを提供します。

26 
  2 ⽉ 22 ⽇ 

⽇本ユニシス 
相続・贈与関連業務を⽀援する「個⼈信託システム」の開発を開始  
〜 信託業務ソリューション TrustPORT®シリーズのラインナップを拡充 〜 

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスは、相続・贈与関連業務を⽀援する「個⼈信託システム」の提供に向けて、開発を開始し
ました。個⼈信託システムの第⼀弾として、遺⾔代⽤信託等に対応するシステムを 2016 年度初めに提
供予定で、専⾨的な個⼈信託サービスの提供を特⾊とする株式会社朝⽇信託での採⽤が決定していま
す。⽇本ユニシスは、総合信託業務システムのパッケージ・ソリューション「TrustPORT」を、信託銀
⾏、信託会社を中⼼に数多くのお客さまに提供してきました。このたび、昨今の個⼈の資産の相続・贈
与における信託商品ニーズの⾼まりを受け、TrustPORT シリーズとして個⼈信託業務（遺⾔代⽤信託、
教育資⾦贈与信託）に対応したソリューションを提供します。 

27 
  2 ⽉ 25 ⽇ 

⽇本ユニシス、ディサークル 
POWER EGG® ワークフローが⼗⼋銀⾏で稼働開始  
〜 意思決定の迅速化とペーパーレスの促進を実現 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスとディサークルは、⼗⼋銀⾏へ、⽇本ユニシスとディサークルが提供する「POWER 
EGG」を納⼊し、2015 年 12 ⽉ 1 ⽇から⼗⼋銀⾏全店での利⽤を開始しました。⽇本ユニシスとディ
サークルでは、今回の⼗⼋銀⾏での実績をもとに、POWER EGG の地域⾦融機関への展開を加速させて
いく予定です 

28 
  2 ⽉ 26 ⽇ 

⽇本ユニシス 
NTT ソフトウェアの「特権 ID 管理ソリューション」が、秋⽥銀⾏にて採⽤  
〜 セキュリティの強化に寄与し、「特権 ID」の管理負荷を⼤幅に削減 〜 

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスは、秋⽥銀⾏から、エヌ・ティ・ティ・ソフトウェアが提供する「特権 ID 管理ソリュー
ション」の採⽤を受け、3 ⽉の稼働を⽬指して本ソリューションの導⼊を開始しました。秋⽥銀⾏で
は、昨今の情報漏えいなど不祥事件の発⽣が相次いでいる状況を踏まえ、委託先を含むシステム管理者
の不正や情報漏えい防⽌の仕組みを検討していました。今般、業務システム全体を管理する要となる
「特権 ID」のソリューション導⼊が情報セキュリティ強化に効果的であるとの判断の下、「特権 ID 管
理ソリューション」導⼊の決定に⾄ったものです。加えて、各端末の操作を動画とテキストで克明に記
録し、不正操作・誤操作に起因するシステムトラブルや情報漏えいといったリスクを低減するソリュー
ションの導⼊も併せて決定しました。⽇本ユニシスは、秋⽥銀⾏のシステム構築パートナーとしてこれ
らのソリューションの導⼊プロジェクトに参画しています。 

29 
  3 ⽉ 1 ⽇ ⽇本ユニシス・エクセリューションズ

ポリゴン編集ソフト「POLYGONALmeister®」の機能を強化

 
⽇本ユニシス・エクセリューションズは、昨年 10 ⽉に販売を開始したポリゴンデータ編集ソフトウエ
ア「POLYGONALmeister」(ポリゴナルマイスター)の機能強化版「POLYGONALmeister Ver1.2」の
販売を 3 ⽉ 1 ⽇から開始します。 

  



30 
  3 ⽉ 9 ⽇ 

⽇本ユニシスと⼤⽇本印刷 
「国際ブランドデビット 決済サービス」の提供を開始  
〜 北國銀⾏の Visa payWave®付きデビットカード「北國 Visa デビットカード™」で採⽤ 〜

デジタル 
イノベーション 

⽇本ユニシスと⼤⽇本印刷は、「国際ブランドデビット」の導⼊・運⽤に必要な取引処理、会員管理、
勘定系システムとの連携、夜間サービス代⾏などの機能を提供する「国際ブランドデビット 決済サー
ビス（以下:本サービス）」の提供を開始します。両社は国際ブランドの電⼦決済サービス分野で協業し
ており、前払い（プリペイド）⽅式の「国際ブランドプリペイド」に続いて、即時払い⽅式の「国際ブ
ランドデビット」についても、ワンストップでトータルなサービスを提供します。 

31 
  3 ⽉ 14 ⽇ 

ユニアデックス
⾃由が丘商店街の「商店街データ⾒える化プロジェクト」活動報告会を実施  
〜 ⾃由が丘商店街と産業能率⼤学と連携し、商店街の振興を推進 〜 

デジタル 
イノベーション 

ユニアデックスは、⾃由が丘商店街と産業能率⼤学と共同で、2014 年 4 ⽉から活動していた「商店街
データ⾒える化プロジェクト」に関する活動報告会を 2016 年 3 ⽉ 11 ⽇に開催しました。本プロジェ
クトでは、2014 年 4 ⽉から 2015 年 12 ⽉までに収集された来街者情報の分析を、ユニアデックスが
担当しました。これまでも、来街者情報分析は⾏っていましたが、今回は、テキストマイニングツール
など新たに ICT を利活⽤することで、分析速度を⾼め、来街者情報の分析や⾒える化、課題の抽出など
を⾏いました。 

32 
  3 ⽉ 15 ⽇ 

ユニアデックス
「⾃治体向けインターネット分離ソリューション」パッケージを販売開始  
〜 VMware Horizon と NSX を中核とした⾃治体向け情報セキュリティー対策 〜 

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

ユニアデックスは、「⾃治体向けインターネット分離ソリューション」パッケージの提供を本⽇から開
始します。本パッケージは、単にインターネットに接続する機能を VMware Horizon により情報系シス
テムから分離するだけではなく、VMware NSX によるマイクロセグメンテーション（ファイアーウォ
ールを仮想マシンごとに設定する）機能を採⽤することにより、マルウエアの感染拡⼤を防⽌します。
加えて、電⼦メールと Web 閲覧⽤のネットワークセグメントは、ファイアーウォールを⽤いて分離す
ることで、たとえマルウエアに感染しても HTTP や HTTPS ポートを利⽤したバックドア（インターネ
ットへの出⼊り⼝）の開設を防⽌します。

33 3 ⽉ 17 ⽇ ユニアデックス
U-Cloud®と他基盤間のデータ連携を容易に実現する「U-DataExchange™ サービス」を販売開始

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

ユニアデックスは、⽇本ユニシスグループが提供するクラウドサービス「U-Cloud」と他基盤間のデー
タ連携を実現する、「U-DataExchange サービス」を本⽇から提供開始します。本サービスは、このデ
ータを連携させる仕組み作りをソフトウエア（U-DataExchange）とクラウド基盤（U-Cloud IaaS）
をパッケージ化したサービス型として提供します。これにより、「U-Cloud」サービス環境にあるシス
テムと、他の基盤環境にあるシステム間の異なるデータ形式の変換を⾮常に簡単な操作で可能にし、デ
ータ連携を「すばやく」「簡単に」「スモールスタート」で利⽤することができます。

34 
3 ⽉ 22 ⽇ 

ユニアデックス  
ビジネスの進化を実現する「IoT エコシステムラボ」開設  
〜 従来の枠組みを超えた、新たな価値創造の場を提供 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

ユニアデックスは、「IoT 分野でビジネス拡⼤を狙う企業をつなぐハブとなる」ことを⽬指し、従来の
枠組みを超えた IoT 利活⽤の早期実現を⽀援する場として「ユニアデックス IoT エコシステムラボ」を
4 ⽉ 11 ⽇に開設します。このたび開設する「ユニアデックス IoT エコシステムラボ」では、IoT を利
活⽤した新たな価値創造の実現を⽬的に、お客さまの課題を解決するシナリオの具体化に向けた「利活
⽤検討の場」、オープンイノベーションをもたらす共創パートナーとのを利⽤した「ビジネス共創する
場」として、さまざまな活動を進めていきます。

35 
3 ⽉ 24 ⽇ 

ユニアデックス
ネットワーク機器の障害復旧をスムーズに⾏う、新たな保守サービス「サポートサービスプラス™」を
提供開始  〜 ネットワーク機器の構成情報を保管、更新、世代管理、廃棄まで⼀元管理 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

ユニアデックスは、お客さまのネットワーク機器の構成情報を保管、更新、世代管理、廃棄まで⼀元管
理し、障害復旧を円滑に⾏う新たな保守サービス「サポートサービスプラス」を 4 ⽉ 15 ⽇から提供開
始します。 

  



36 
3 ⽉ 24 ⽇ 

⽇本ユニシス 
地⽅創⽣事業「物語のしま江⽥島、スタンプラリーシステム構築委託業務」を受託  
〜 観光活性化を実現する新しいエコシステムを創造し、地域創⽣に寄与 〜 

ライフ 
イノベーション 

⽇本ユニシスは、広島県の江⽥島市観光協会から「物語のしま江⽥島、スタンプラリーシステム構築委
託業務」を受託しました。現在までにスタンプラリーシステムのアプリ開発とクラウド基盤の整備は順
調に終了し、4 ⽉ 1 ⽇から「兵姫（へいき）ストライク」とコラボレーションしたスタンプラリーが江
⽥島市で始まります。本開発プロジェクトではスマートフォン向けアプリの開発プラットフォーム
「Monaca®」を採⽤することで、アプリ開発のライフサイクル全般を効率化しています。

37 
3 ⽉ 25 ⽇ 

⽇本ユニシス 
ユニシス技報 通巻 127 号「特集：データエンジニアリング IV」を発⾏ 
〜 ビッグデータ向けのデータベース基盤や分析・活⽤技術と適⽤事例を紹介 〜 

 

⽇本ユニシスは、ユニシス技報 通巻 127 号「特集：データエンジニアリング IV」を発⾏しました。
ユニシス技報は、お客さまが抱える経営上の課題や技術的な問題を、⽇本ユニシスグループが情報技術
を活⽤して実際に解決した⽅法や努⼒、成果について紹介する論⽂誌で、1981 年に創刊し、1987 年以
降は年 4 回発⾏しています。本特集号では、ソーシャルメディアやセンサーデバイスがもたらす多様で
⼤量のデータを蓄積するデータベース基盤や、それらのデータを分析・活⽤するテキストマイニング、
機械学習、BEMS（ビル向けエネルギーマネジメントシステム）などの技術を解説し、適⽤事例を紹介
します。 

38 
3 ⽉ 28 ⽇ 

⽇本ユニシス、システム・テクノロジー・アイ
企業内教育をサポートする両社サービスの共同販売を開始  
〜 USB 型認証キー「SASTIK®」と学習管理システム「iStudy® Enterprise Server」を組み合わ
せ、⾃宅などの社外からでもアクセス可能で、セキュアな研修環境を実現 〜 

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスとシステム・テクノロジー・アイは、企業での教育環境の効率化を実現するため、⽇本ユ
ニシスの USB メモリ型認証キー「SASTIK（サスティック）」とシステム・テクノロジー・アイの学習
管理システム「iStudy Enterprise Server」の共同販売を 4 ⽉ 1 ⽇から開始します。両社のサービスを
組み合わせることにより、企業は、⾃宅などの社外からでも研修が実施可能な、セキュアな研修環境を
実現できます。

39 
3 ⽉ 29 ⽇ 

⽇本ユニシス 
訪⽇外国⼈観光客向けフリーWi-Fi ポータルサイト 
「WAKAYAMA FREE Wi-Fi」を和歌⼭県から受託 
〜 県内のフリーWi-Fi 認知向上・利⽤促進で、和歌⼭県への観光客誘致を⽬指す 〜 

デジタル 
イノベーション 

⽇本ユニシスは、和歌⼭県から、ポータルサイト「WAKAYAMA FREE Wi-Fi」の制作とインフラの構
築を受託しました。「WAKAYAMA FREE Wi-Fi」は、和歌⼭県が外国⼈観光客に、より快適に滞在し
てもらえるように取り組んでいる「和歌⼭フリーWi-Fi ⼤作戦（注 1）」のポータルサイト で、本⽇か
らサービス提供を開始します。

40 
4 ⽉ 7 ⽇ 

⽇本ユニシス 
BI ツールの「MartSolution®」に 新バージョン「MartBrowser® v3」を追加し提供開始   
〜 より使いやすく、効率の良い情報系システムの構築を実現 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスは、BI ツールの「MartSolution」に新バージョン「MartBrowser v3」を追加し、本⽇よ
り提供開始します。 
「MartSolution」は、情報系システムを効率よく構築・運営するための⽀援ツール群です。レポーティ
ングツール「MartBrowser」を中核に、⾃由検索ツール「MartBrowser AQ」やポータルツール
「MartPortal®」、簡易エントリツール「MartEntry®」などから構成されています。

41 
4 ⽉ 27 ⽇ 

⽇本ユニシス 
USB 型認証キー「SASTIK®」とNISSAY IT の保険代理店業務管理システム「インプラス・ウェッジ」が 
スリー・エルにて採⽤ 
〜 保険代理店のセキュリティ強化、利便性向上に寄与 〜

ビジネス ICT 
プラットフォーム 

⽇本ユニシスは、スリー・エルから USB 型認証キー「SASTIK」を受注し、ニッセイ情報テクノロジー
（NISSAY IT）が提供する保険代理店業務管理システム「インプラス・ウェッジ」と「SASTIK」を組
み合わせて、保険業法改正（平成 28 年 5 ⽉ 29 ⽇施⾏）への対応に向けた導⼊を開始しました。 

 




